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＋
（
こ
ち
ら
は
、
下
田
市
で
す
。
）

＋
（
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
り
ま

す
。）＋（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

　

地
震
発
生
後
、
大
き
な
揺
れ
が

到
達
す
る
前
に
、
い
ち
早
く
警
報

を
発
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
地

震
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。　

　

過
去
に
起
き
た
震
災
か
ら
今
で

き
る
減
災
対
策
を
し
、
こ
れ
か
ら

起
こ
る
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

主
な
対
策
と
し
て
左
記
の
３
つ
を

意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
な
ど
、
あ

ら
か
じ
め
用
意
で
き
る
も
の
は
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
は
電
気
が
使
え
な
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
予
備
の

電
池
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
も
重

要
で
す
。
ま
た
、
安
全
に
避
難
す

る
た
め
に
、
家
具
の
固
定
も
し
ま

し
ょ
う
。

　

い
つ
も
使
っ
て
い
る
も
の
や
重

要
な
も
の
は
、
決
ま
っ
た
場
所
に

置
き
ま
し
ょ
う
。
置
き
場
所
を
決

め
て
お
く
こ
と
で
災
害
時
も
慌
て

ず
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
て
い
る
と
き
に
地
震

が
起
き
た
場
合
す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ

る
よ
う
に
、
枕
元
に
靴
や
、
非
常

持
ち
出
し
袋
な
ど
を
置
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　　

災
害
時
は
、
い
つ
助
け
る
側
、

助
け
ら
れ
る
側
に
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
ご
近
所
づ
き

あ
い
を
大
切
に
し
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
助
け
合
え
る
関
係
を
築

き
ま
し
ょ
う
。

　

①
と
②
は
す
ぐ
に
で
も
準
備
で

き
る
こ
と
で
す
。
逆
に
す
ぐ
で
き

る
こ
と
だ
か
ら
、
大
事
な
こ
と
で

も
後
回
し
に
さ
れ
や
す
い
で
す
。

そ
し
て
③
は
意
外
と
難
し
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地

震
に
備
え
、
今
の
う
ち
か
ら
準
備

を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

地
域
防
災
課
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
36
４
１
４
５

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
時
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、

同
報
無
線
を
用
い
て
市
民
の
皆
さ

ま
へ
確
実
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

左
記
の
日
程
で
緊
急
地
震
速
報
の

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

も
、
短
い
時
間
で
慌
て
ず
に
身
を

守
る
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　

11
月
４
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
頃

放
送
内
容　

（
上
り
４
音
チ
ャ
イ

ム
）＋（
こ
ち
ら
は
下
田
市
で
す
。）

＋
（
只
今
か
ら
、
訓
練
放
送
を
行

い
ま
す
。
）
＋
（
緊
急
地
震
速
報
チ

ャ
イ
ム
音
）
＋
（
緊
急
地
震
速
報
。　

大
地
震
で
す
。
大
地
震
で
す
。
＋

こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。）×

３
回

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

下
田
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

○
緊
急
地
震
速
報
と
は

②
習
慣
づ
け
る

③
ご
近
所
づ
き
あ
い
を
大
切
に

①
事
前
に
準
備
す
る

災
害
か
ら
学
ぶ

日
本
に
居
住
す
る
外
国
人
の
方
も

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

　　

や
む
を
得
ず
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
や
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
本
人
の
申
出
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間

が
40
年
間
（
４
８
０
月
）
に
満
た

な
い
場
合
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
、
任
意
加
入
し
て
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期

間
や
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
が
原

則
と
し
て
25
年
（
３
０
０
月
）
以

上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和
40
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限

り
ま
す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

地
域
防
災
課
防
災
係
（
窓
口
⑩
）☎
36
４
１
４
５

保
険
料　

月
額
１
６
，
２
６
０
円

　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
28
年
度
）

申
請
時
に
必
要
な
物

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
預
貯
金
通
帳
、

通
帳
届
出
印

※

65
～
70
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す

　

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸

　

籍
謄
本
が
必
要
で
す
。

※

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支

　

給
を
受
け
て
い
る
方
、
厚
生
年

　

金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
任
意

　

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

外
国
籍
の
方
で
も
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）。

　

加
入
手
続
き
は
住
民
登
録
の
あ

る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
が
国
民
年

金
保
険
料
を
６
か
月
以
上
納
め
て
、

年
金
給
付
を
受
け
ず
に
帰
国
し
た

場
合
に
は
、
出
国
後
２
年
以
内
に

請
求
手
続
を
す
る
と
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
脱
退
一
時

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　

（
窓
口
③
）☎
㉒
３
９
２
２

助け合い、助け合い、
支えあう支えあう

「年金「年金」ってって
とっても大事とっても大事

助け合い助け合い、
支えあう支えあう

「年金「年金」ってって
とっても大事とっても大事

助け合い、
支えあう
「年金」って
とっても大事

～任意加入制度のご案内～

　

計
量
法
に
基
づ
き
平
成
28
年
度

の
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検

査
を
行
い
ま
す
。

　

商
取
引
又
は
証
明
行
為
に
使
用

し
て
い
る
「
は
か
り
」
は
、
２
年

に
１
回
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
左
記
の
日
程
で
検
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会

場
で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

・
商
店
や
市
、
行
商
等
で
商
品
の

　

売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

・
病
院
・
薬
局
等
で
調
剤
に
使
用

　

す
る
は
か
り

・
宅
配
便
の
取
次
店
で
荷
物
の
計

　

量
を
行
っ
て
い
る
は
か
り 

・
病
院
や
医
院
、
保
育
園
や
幼
稚

　

園
、
学
校
、
福
祉
施
設
等
で
健

　

康
診
断
用
に
使
用
す
る
は
か
り

・
学
校
や
福
祉
施
設
等
で
給
食
用

　

食
材
の
納
品
時
に
検
収
用
に
使

　

用
す
る
は
か
り

・
農
業
や
漁
業
等
に
従
事
す
る
方

　

が
、
農
産
物
や
水
産
物
等
の
計

　

り
売
り
又
は
出
荷
の
た
め
に
使

　

用
す
る
は
か
り 

・
工
場
、
事
業
所
等
が
原
材
料
の

　

購
入
や
製
品
の
販
売
、
出
荷
の

　

た
め
に
使
用
す
る
は
か
り

　

前
回
受
検
さ
れ
た
方
に
は
、
約

１
週
間
前
ま
で
に
計
量
器
定
期
検

査
通
知
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
検
査
を
受
け
ず
に
は
か
り

を
使
っ
た
り
、
不
合
格
器
物
を
使

っ
て
い
る
と
計
量
法
上
の
処
分
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
に
「
は
か
り
」
を
購
入
さ

れ
た
方
な
ど
で
、
検
査
通
知
書
が

無
い
方
で
も
、
最
寄
り
の
会
場
で

必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

は
か
り
の
定
期
検
査
を

　
　
　
　
　

 

実
施
し
ま
す

市
税
の
滞
納
解
消
に
向
け
て

滞
納
処
分
の
強
化
に
つ
い
て

困
っ
た
と
き
は

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

対
象
と
な
る
主
な
は
か
り

　

滞
納
は
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

納
付
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

納
付
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

財
産
調
査
の
上
、
差
押
を
行
い
ま

す
。
静
岡
県
、
下
田
市
、
東
伊
豆

町
、
河
津
町
、
南
伊
豆
町
、
松
崎

町
及
び
西
伊
豆
町
は
共
同
し
て
滞

過去３か年の市税収納実績　　　　　　（単位：100 万円）

年度 平成 25年度

調定
額

2,998

490

3,488

2,880

90

2,970

96.0%

18.5%

85.1%

収入
額

収入
率

平成 26年度 平成 27年度

現年
課税

差押等による
徴収金額

18,846 千円

10,308 千円

18,322 千円

57,526 千円

移管件数

15 件

15 件

15 件

15 件

年　度

平成 24 年度

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

滞納
繰越

合計

※金額は、一般会計市税（市民税、固定資産税、軽自動車税等）の決算数値

静岡地方税滞納整理機構移管実績

　

市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安

心
で
健
康
的
な
生
活
を
維
持
す
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。

　

多
く
の
納
税
者
の
方
が
、
決
め

ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
様
々
な
理
由
で
滞
納
さ
れ
て

い
る
方
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県
内

の
全
市
町
は
、
県
と
連
携
し
て
納

期
内
納
付
を
さ
れ
て
い
る
方
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
11
月
か
ら

12
月
ま
で
の
２
か
月
間
を
滞
納
整

理
強
化
月
間
に
設
定
し
て
、
滞
納

処
分
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

近
年
の
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

市
税
収
入
が
減
少
す
る
一
方
、
市

税
の
滞
納
が
高
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
徴
収
率
は
、

前
年
度
と
比
べ
現
年
課
税
分
、
滞

納
繰
越
分
（
前
年
度
ま
で
に
徴
収

で
き
な
か
っ
た
市
税
）
と
も
に
改

善
し
て
い
ま
す
が
、
合
計
徴
収
率

は
89
．
８
％
と
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

納
整
理
を
行
う
た
め
、
４
月
に
設

置
し
た
賀
茂
地
方
税
債
権
整
理
回

収
協
議
会
に
お
い
て
徹
底
し
た
財

産
調
査
を
行
い
、
差
押
、
捜
索
、

公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
更
に
徴
収
困
難
な
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
の
滞
納

整
理
の
専
門
機
関
で
あ
る
静
岡
地

方
税
滞
納
整
理
機
構
に
移
管
し
、

更
に
徹
底
し
た
滞
納
処
分
を
行
い

ま
す
。

　

病
気
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
事

情
が
あ
り
納
付
が
困
難
な
方
や
、

納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
は
、
お
早

め
に
税
務
課
収
納
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

税
務
課
収
納
係
（
窓
口
⑦
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
８

～
納
期
内
納
付
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
～

11
月
・
12
月
は
、滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す
!!

場　所時　間

14 時～16 時

 ９時 30 分～正午

13 時 30 分～16 時

 ９時 30 分～16 時

 ９時 30 分～16 時

 ９時 30 分～正午

須崎漁民会館

落合浄水場

朝日公民館

10 月 24 日（月）

10 月 26 日（水）

10 月 27 日（木）

10 月 28 日（金）

検査日

～はかりの定期検査日程表～

調定
額

3,001

467

3,468

2,903

101

3,004

96.7％

21.7％

86.6％

収入
額

収入
率

調定
額

2,913

377

3,290

2,836

119

2,955

97.4％

31.5％

89.8％

収入
額

収入
率

道の駅開国
下田みなと

10 月 25 日（火）

- ６ -広報しもだ　2016. 10月号


